
病害虫防除基準 

病害虫名 防除時期 薬剤名 
使用 
濃度 

散布量

/10a 
使用 
回数 

注意事項 

白さび病 

発病初期 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水 
400 倍

～650 倍
－ 8 回 

同一系統の薬剤は連

用しない。 

－ ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
500 倍

～800 倍

150～
300 ㍑

8 回 

－ ｻﾌﾟﾛｰﾙ乳 
1000 倍

～1500 倍
－ 5 回 

発病初期 
ﾗﾘｰ乳 3000 倍

200～
300 ㍑

5 回 

ﾁﾙﾄ乳 3000 倍
100～
300 ㍑

3 回 

黒さび病 発病初期 ﾏﾈｰｼﾞ乳 
500 倍

～1000 倍

200～
300 ㍑

6 回 
山間部では特に注意。

ヨモギなどのキク科

雑草も感染源となる。

黒斑病褐斑病 － ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 1000 倍 － 6 回  
灰色かび病 － ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水 1000 倍 － 5 回 過湿を避ける。 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

定植時 ｱﾙﾊﾞﾘﾝ粒 2g/株 30 ㎏ 1 回 

4 月上旬～6 月中旬に

重点防除する。 

発生初期 ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ粒 2g/株 － 4 回 

－ 
ｶﾙﾎｽ乳 1000 倍 － 4 回 
ｶｽｹｰﾄﾞ乳 2000 倍 100～

300 ㍑

3 回 
発生初期 ｵﾙﾄﾗﾝ水 1000 倍 5 回 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 発生初期 

ｱﾌｧｰﾑ乳 1000 倍
100～
300 ㍑

5 回 
若齢幼虫までに防除

を徹底する。 
ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水 

2500 倍

～5000 倍
2 回 

ﾗｰﾋﾞﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1000 倍 － 6 回 

ﾊﾀﾞﾆ類 

－ 

ﾆｯｿﾗﾝ水 
2000 倍

～3000 倍
－ 2 回 

同じ薬剤を連用しな

い。 
葉裏に薬液が十分か

かるようにする。 

ｵｻﾀﾞﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 倍
100～
300 ㍑

2 回 

ﾃﾃﾞｵﾝ乳 
500 倍

～1000 倍
－ － 

発生初期 ﾋﾟﾗﾆｶ EW 2000 倍
150～
300 ㍑

1 回 

7～9 月 ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1000 倍
150～
200 ㍑

1 回 



ﾊﾀﾞﾆ類 発生初期 粘着くん液 100 倍
100～
300 ㍑

6 回  

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

定植時 ｱﾙﾊﾞﾘﾝ粒 2g/株 30 ㎏ 1 回 

同じ薬剤を連用しな

い。 

発生初期 ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ粒 2g/株 － 4 回 

－ ｽﾐﾁｵﾝ乳 
1000 倍

～2000 倍
－ 6 回 

発生初期 
ｱﾄﾞﾏｲﾔｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 倍

100～
200 ㍑

5 回 

ｱｰﾃﾞﾝﾄ水 1000 倍
150～
300 ㍑

5 回 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
発生初期 
生育期 

ﾊﾁﾊﾁ乳 1000 倍
100～
300 ㍑

4 回 

夕方散布が効果大。 ｼﾞｪｲｴｰｽ水溶 
1000 倍

～1500 倍
－ 5 回 

ﾌﾟﾘﾝｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 倍
100～
300 ㍑

5 回 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱ

ｻﾞﾐｳﾏ 
開花期 ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 倍

150 ～

300 ㍑ 
2 回 

 

 


